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「次世代勘定系システム」の稼働開始 
 

静岡銀行(頭取 柴田 久)では、本日、日立製作所（執行役社長兼 CEO 東原敏昭）と共同で開発を進め

てきた「次世代勘定系システム」の稼働を開始しましたのでお知らせします。 

なお、本システム稼働に向けて、ATM などのオンラインサービスを数回にわたり休止させていただき、

お客さまには大変ご不便をおかけしました。皆さまのご理解、ご協力に厚くお礼申しあげます。 

 

１．稼働開始日   1 月 4 日（月） 

 

２．新システムの概要 

〇社会のさまざまな領域で構造変化が進展するなか、金融分野においてもスピード感をもって多様化す

る金融ニーズに対応することが求められています。 

〇また、金融機関が将来を展望した成長戦略を展開するためには、より先進的な金融システムを実現す

ることが重要であり、とくに経営基盤の要となる基幹系システムについては、柔軟性と生産性を実現

できるシステムに進化させていく必要があります。 

〇こうした流れもあり、金融庁では、金融機関の基幹系システムに関する先進的な取り組みを支援する

ために「基幹系システム・フロントランナー・サポートハブ※」を設置し、昨年 4 月、静岡銀行の「次

世代勘定系システム」を第 1 号案件として支援が決定しています。 

〇本システムは、従来の信頼性・堅牢性を継続しながら、オープン系技術を採用することにより、最新

技術を活用した金融サービスとの柔軟かつ迅速な連携を可能とします。また、システム構成をシンプ

ル化（業務機能単位の部品化、プログラム処理のパラメータ化）することにより、機能追加時におけ

るスピードアップとコスト削減を可能とします。 

〇今後も、デジタルトランスフォーメーションの土台となる本システムを通じて、より安心・安全な

サービスの提供に努めるとともに、スマホ金融サービスの拡充や外部クラウドサービスの活用など、

お客さまのニーズに応じた先進的で付加価値の高い商品・サービスの提供や、営業体制の変革・営業

チャネル拡充等にも積極的に取り組みます。 

〇なお、日立製作所では、本システムを製品化し、次世代オープン勘定系パッケージとして、他の金融

機関向けに展開を計画しており、昨年 9 月には滋賀銀行の採用が発表されています。 

 

 ※基幹系システム・フロントランナー・サポートハブについて 

・デジタライゼーションの恩恵を享受した新たな顧客サービスの提供を行うために、基幹系システムを進化

させていく必要があるなか、金融庁が基幹系システムに関する先進的な取り組みを支援することを目的

に昨年 3 月に設置。以下、4 つのチェック項目を設け、支援を決定している。 

①社会的意義 
基幹系システムの開発・更改により、業界全体のデジタライゼーション進展や生産性向

上、わが国における利用者利便の生産性向上が見込める 

②先進性 実現しようとしている基幹系システムの開発・更改に先進性が認められる 

③利用者保護 基幹系システムの開発・更改において利用者保護上の適切な対応が確保される 

④遂行可能性 基幹系システムの開発・更改に必要な資金・人員等のリソースが確保されている 

 


